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厳しい状況に直面した
当社経営

皆様、新年あけましておめでとうござ
います。本年も皆様のお役に立つこと
ができますよう、グループを挙げて取り
組んでまいりますので、引き続きご支援
のほど、よろしくお願い申し上げます。
さて昨年は秋口以降、米国の金融危
機が世界経済に深刻な影響を与え、急
激な事業環境の変化に見舞われた一年
でした。日本の経済情勢も日々悪化して
おり、鉄鋼業においても自動車・家電・
建設等向け各需要分野で、過去に例を
見ない急激で大幅な受注減少に直面し
ています。
これまで鉄鋼業界では、製造業向け、

とりわけ当社が得意とするミドル・ハイエ
ンド商品を追求することは、ローグレー
ド汎用品の場合と異なり、サイクリカルな
景気循環の影響を回避することを意味し
てきました。しかし今回の世界同時不況
は、ローグレード品のみならず、ミドル・
ハイエンド品をも直撃し、私たちを厳し
い経営環境に追い込んでいます。

「筋肉質で強い会社」
「社会から信頼される会社」
への取り組みを加速
今回の世界経済の混乱は、全治３年

程度という予想が多くなされています

新日本製鉄（株）代表取締役社長  宗岡 正二
が、この厳しい環境下でも生き残って
いくためには、筋肉質で強い製造現場
を持つ会社に体質を強化する必要があ
ります。本年をそのスタートの年とし
て、徹底的に取り組んでまいります。
もちろん中長期的には、世界経済や鉄
鋼需要は、再び成長に転じると考えて
おり、「企業価値の持続的成長」に向け
て、「4,000万トン+α体制」と「グローバ
ルプレーヤー」という２つの基本戦略に
ついては、実行のスピードを減速させ
ますが、その旗を降ろす考えはありま
せん。
製鉄事業については、本年、以下の

２つの課題に取り組む考えです。
第一は「環境変化に機敏に対応するた

めの課題」です。
まずは、急激な需要減に着実に対応

してまいります。安定操業の維持・ミニ
マムコスト操業の追求、厳しいマーケッ
ト環境下でのお客様対応力強化、機動
的な原材料手当て・安価品の使用拡大
など、グループ会社とも協力し、新日鉄
グループの総力を結集して、この難局を
乗り越えていく考えです。
また経営環境に応じて、「経営ソフト」
すなわち「仕事の仕方」についても、変
革していく必要があります。シンプル
で迅速な意思決定システム・現場に一
番近い人の判断を活かせる仕組みなど、
能力・活力を最大限に引き出し、「議論
に上下のない」職場づくりに努めます。
第二は「環境が変化しても一貫して取

り組むべき課題」です。
まず成長戦略の推進に不可欠な人的
資源の充実に向け、現場でのOJTの強
化と同時に、研修制度の拡充等を行い、
「人」を育てる取り組みを加速させます。
また常に設備が最大能力を発揮でき
るよう、道路・建屋・配管等の「製造基
盤整備」を進め、「明るく手入れの行き届
いた」製造現場を実現します。
さらに当社の競争力の源泉である「技
術力」の強化のために、「技術先進性」と
「現場力」の両面でレベルアップを図りま
す。製販技研一体の取り組みなどを通じ
た、新商品・ソリューション・新製造技
術の開発や、技術先進性を具現化する現
場力向上に向け、社内はもとより、重要
なパートナーである協力会社等とも適切
に連携し、地道な取り組みを推進します。

製鉄事業以外の各事業セグメントに
ついては、急激な事業環境の変化の中
で、各社の課題に正面から取り組み、「継
続的な企業価値の向上」を図っていく考
えです。
エンジニアリング事業については、

高い受注残を有する中で、人材確保と
プロジェクトリスク管理を進め、今後成
長の期待できる事業分野への展開など
環境変化への対応力を強化します。
都市開発事業については、マンション

需要の急減という厳しい環境の中で、在
庫管理の徹底と、「エリア価値創造」等得
意分野への事業展開の強化を進めます。
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化学事業については、コールケミカル
を中核に、環境変化に対応した構造改革
と、今後成長の期待できる機能樹脂・有
機EL等の事業化を推進します。
新素材事業については、半導体・電

子部材市況の低迷が予想される中、既存
事業の収益確保と、多結晶シリコン事業
の収益構造の確立、新商品の開発・事
業化を推進します。
システムソリューション事業につい

ては、IT関係投資の減少が懸念される
中、お客様の課題解決に役立つ「ソリュー
ション提案力」の強化や、システム開発

力の向上・リスク管理等に注力し、ソ
リューションビジネスの競争力強化を進
めます。

加えて、省エネ・CO2削減・マルチマ
テリアルの取り組み等、製鉄事業とのシ
ナジーによる「連結企業価値の向上」に
も取り組んでまいります。
また新日鉄グループ全体として、本
年は以下の共通課題に取り組みます。
第一は「安全」です。「安全」は「すべ

てに優先する最も大切な価値」です。直
協一体となって、設備のハード対策、安

全に強い人の育成等のソフト対策に地
道に取り組んでいきます。
第二は「防災」です。昨年発生した、
八幡製鉄所コークス工場の火災事故で
は、地域の皆様・お客様はじめ関係者
の皆様に多大なご心配をおかけいたし
ました。「二度とこのような災害を発生
させない」という決意を強く心に刻み、
設備更新・定期点検強化・修繕計画の
策定等に取り組みます。
第三は「環境」です。法令遵守の徹底
や環境リスクの管理・予防体制の構築
を行い、地域から信頼される製造現場
づくりを推進します。また地球温暖化対
策については、2010年自主行動計画目
標の達成のためのさらなるCO2削減と、
実効性あるセクター別アプローチの推
進に取り組みます。
第四は「コンプライアンス」です。昨
年、鋼管杭・鋼矢板の営業に関する課徴
金納付命令、日鉄住金鋼板（株）の起訴等
の独占禁止法違反事案、（株）ニッタイで
の品質データ捏造という問題が明らかに
なりました。今後このような違反事件を
二度と起こさないよう、昨年末にグルー
プ全社員に「社長達」を通知するととも
に、社員教育の充実、内部監査・モニタ
リング強化等を実施し、社会からの信頼
回復に不退転の決意で取り組んでまいり
ます。

疾風の中、
グループ一丸となって
全力で課題に取り組む
最後になりますが、私の好きな言葉

に「疾風に勁
けいそう

草を知る」という言葉があ
ります。これは、「強い風が吹くと弱い
草は倒れて、強い草の存在がはっきり
する」という意味です。これから吹き続
ける疾風に対しても、私たちの力を示
すチャンスととらえ、目の前の課題に
全力で取り組んでまいります。
この一年が皆様にとって、健康で明
るい年となりますよう祈念し、年頭の
ご挨拶といたします。
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